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量子 ドット系の トンネル現象と近藤効果

泉田 渉, 酒井 治

東北大 理 ･物理

半導体微細加工の技術を駆使することよって作成される量子 ドット系で

は､バルク系では固定されていたパラメータの人工制御が可能となる｡ こ

のことにより､より積極的に量子多体系の研究が行なえる｡この点が魅力で

ある｡

量子 ドット系では､ ドット内の電子間相互作用が系の性質に重要な影響を

あたえる｡クーロンプロツケ- ド現象はその一例である｡さらに､極低温

においては近藤効果に代表される量子力学的コヒーレンスが重要になる[1]｡
高温の多体相互作用的な性質の強い極限から低温の量子効果の重要になる

領域-の移 りかわりのさいには､両者の競合の結果生じる興味深い現象が

期待される｡両者の極限化した状況においては各々近似的な表式が得られ

ているが､クロスオーバー領域については信頼できる計算がなされていな

かった｡我々は､i)単一 ドット系【3]､ii)直列 ドット系､iii)2個の量子 ドッ

トを含んだAharonov-Bohm 回路系[2]それぞれに､数値繰 り込み群の方法
を適用 し､クロスオーバ領域をふくんだ幅広い温度領域にわたり′計算を行

なっている｡

ポスター発表では､近藤効果が量子 ドット系にどのように現れるのか､と

いった説明から､我々の研究紹介までを行ないたい｡i)単一 ドット系 の研

究に関しては､最近の実験データ[4,5]との比較も行なう予定｡
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